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■  渓流内に堆積する流木量を予測する
斜面崩壊等によって発生した流木が土石流と共に

流下する際に、川がカーブする箇所や川幅が急に変
化する箇所、既存の治山ダムなどにおいて一部の流
木が堆積しながら下流に流下します。効果的な流木
対策を行うためには、渓流内の流木堆積量を高精度
に算出し、下流に流出する流木量、すなわち治山ダ
ムで捕捉すべき流木量を正確に予測することが重要
です。そこで、流木の停止条件を物理的に定式化し
て数値シミュレーションに導入し、渓流地形や治山
ダムによる流木の堆積・捕捉量を予測する流木捕捉
量予測ツール（以下、予測ツール）を開発しました。
予測ツールの検証のため、斜面崩壊が多発した2018
年9月の北海道胆振東部地震災害における厚真川水
系ハビウ川の流木堆積事例の再現計算を行ったとこ
ろ、北海道大学の現地調査による実際の流木堆積分
布を高精度に再現することができました（図1）。また、
この計算方法は治山ダムによる流木捕捉効果も高精
度に推定可能となっています。

■  予測ツールを用いた流木捕捉計画支援技術
実際に流木捕捉計画を立案するには、まず捕捉対

象となる流木量、つまり流木量の算定基準点 * にま
で流出する流木量（以下，流出流木量）を事前に見積
もる必要があります。発生流木量に対する流出流木
量の割合を流出流木率といい、治山ダムの計画の際
には既往災害事例の上限値の80～90% の値が一般
的に用いられています。予測ツールを用いると、渓
流内に堆積する流木量と既設の治山ダムによる捕捉
量を予測し流出流木量を推定することができます。
その流出流木量を捕捉するための新たな治山ダムを
計画する場合、新たな治山ダムによる流木捕捉可能
量を予測する必要があります。従来は治山ダムが土
砂や流木を捕捉するための空間の容積に一定の流木

流木被害軽減のための流木捕捉計画立案の支援技術の開発

捕捉率を乗じて算出していますが、予測ツールを用
いれば、治山ダムの計画地点の地形的特徴などに応
じた流木捕捉量を予測することができます。さらに、
様々に条件を変えて比較することで、不透過型、透
過型といった治山ダムの種類や最適な位置を選定で
きます。このように、既存施設と計画施設のそれぞ
れによる流木捕捉量の想定・予測という重要な場面
で予測ツールを活用することにより、効果的な流木
捕捉計画の立案を支援することが可能になります（図
２）。

■  技術の普及にむけて
予測ツールは試行的に一部の自治体、大学、民間会

社に配布しており、得られたフィードバックをもと
に今後の展開方法を検討する予定です。

専門用語
治山ダム：土砂流出などによる山地荒廃を防ぐため、森林法
に基づき設置されるダム。「不透過型」は土砂を常にせき止め
ますが、通水部に隙間を設けた「透過型」は平常時に土砂を
徐々に流し、洪水時に土砂や流木を捕捉します。
流木量の算定基準点：林野庁の土石流・流木対策指針におけ
る流木量を算定するための基準地点です。流域の最下流の既
存施設、今後設置するであろう施設の適地、渓流の最下流部
付近のいずれかとなります。
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予測ツールは2つの場面で効果的な流木捕捉計画の立案を支援します。

図1　厚真川水系ハビウ川の流木の堆積状況（上）と予測ツールの計算結果（下）
北海道胆振東部地震において発生した斜面崩壊が流動化し、河道内に流木が
堆積しました。Koi et al.（2022）による流木堆積分布の調査結果に対して、予
測ツールは高精度に再現可能であることが分かりました。

流 木災害被害を軽減するために、土石流と共に流下する流木の渓流内の堆積量と治山ダム * による
捕捉量を数値シミュレーションで予測し、効果的な流木捕捉計画を立案するための支援技術を

開発しました。
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